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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置に接続可能な印刷装置であって、
　電源部と、
　前記外部装置と接続し、前記電源部から電力を供給する接続部と、
　前記外部装置に供給する電力の電圧値を切り替える切替部と、
　前記電源部から電力の供給を受けて動作する動作部と、
　前記動作部の消費電力が所定範囲である場合、前記電源部から前記外部装置に第１の電
圧値を示す電力を供給させ、前記動作部の消費電力が前記所定範囲より低い場合、前記電
源部から前記外部装置に前記第１の電圧値を上回る第２の電圧値を示す電力を供給させる
制御部と、を備え、更に、
　前記動作部に供給する電力の電圧を検出する検出部を備え、
　前記制御部は、前記検出部が検出する検出電圧に対し、第１閾値、または、前記第１閾
値より高い第２閾値と比較し、
　前記検出電圧の電圧値が第１閾値を下回る場合、前記電源部から前記外部装置に前記第
１の電圧値を示す電力を供給させ、前記検出電圧の電圧値が前記第２閾値を上回る場合、
前記電源部から前記外部装置に前記第２の電圧値を示す電力を供給させること、
　を特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
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　前記検出電圧の電圧値が前記第１閾値を一旦下回った場合、前記検出電圧の電圧値が前
記第２閾値を上回るまでの期間、前記電源部から前記外部装置に前記第１の電圧値を示す
電力を供給させ、
　前記検出電圧の電圧値が前記第２閾値を一旦上回った場合、前記検出電圧の電圧値が前
記第１閾値を下回るまでの期間、前記電源部から前記外部装置に前記第２の電圧値を示す
電力を供給させる、
　請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記第１の電圧値は、前記外部装置に対する電力の供給を停止する電圧値であり、
前記制御部は、前記検出電圧の電圧値が前記第１閾値を下回る場合、前記検出電圧の電
圧値が前記第２閾値を上回るまでの期間、前記電源部から前記外部装置に対する電力の供
給を停止させる、
　請求項２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記外部装置は、スマートデバイスであり、
　前記電源部は、外部のＡＣアダプターに接続可能であり、
　前記動作部は、ライン型のヘッドを含み、
　前記制御部は、前記スマートデバイスが備える電池に対する充電用の電力を前記電源部
から供給させ、少なくとも前記動作部の消費電力と前記スマートデバイスへ供給する電力
の和が、前記ＡＣアダプターの容量を超えない範囲で、前記スマートデバイスへ電力を供
給する、
　請求項１から請求項３に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記接続部はＵＳＢコネクターであり、前記接続部のＶＢＵＳ端子から前記外部装置へ
電力を供給する、
　請求項１から請求項４に記載の印刷装置。
【請求項６】
　外部装置に接続可能であり、電源部と、前記外部装置と接続し前記電源部から電力を供
給する接続部と、前記外部装置に供給する電力の電圧値を切り替える切替部と、前記電源
部から電力の供給を受けて動作する動作部と、を備える印刷装置の制御方法であって、
　前記動作部の消費電力が所定範囲である場合、前記電源部から前記外部装置に第１の電
圧値を示す電力を供給させ、
　前記動作部の消費電力が前記所定範囲より低い場合、前記電源部から前記外部装置に前
記第１の電圧値を上回る第２の電圧値を示す電力を供給させ、
　前記動作部に供給する電力の電圧を検出する検出部が検出する検出電圧に対し、第１閾
値、または、前記第１閾値より高い第２閾値と比較し、
　前記検出電圧の電圧値が第１閾値を下回る場合、前記電源部から前記外部装置に前記第
１の電圧値を示す電力を供給させ、前記検出電圧の電圧値が前記第２閾値を上回る場合、
前記電源部から前記外部装置に前記第２の電圧値を示す電力を供給させること、
　を特徴とする印刷装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置、及び、印刷装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＵＳＢコネクター等を介して外部装置に対して電力を供給する技術が知られてい
る（例えば、特許文献１参照）。特許文献１には、ホストが、ＵＳＢケーブルを介して接
続するデバイスに対して供給する充電電流を監視し、充電電流及び消費電流の和が基準値
を超えないように、デバイスに対して供給する充電電流を制御することが開示されている
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１２８８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷装置において、特許文献１記載のように外部装置に電力を供給する場合、ＡＣアダ
プター等から供給される電力に基づき、印刷を行うとともに外部装置に電力を供給する。
外部装置の消費電力によっては、印刷動作に十分な電力を供給できなくなる可能性があっ
た。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、印刷装置の動作に影響を与える
ことなく、接続する外部装置に対して電力の供給ができるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明の印刷装置は、外部装置に接続可能な印刷装置であ
って、電源部と、前記外部装置と接続し、前記電源部から電力を供給する接続部と、前記
外部装置に供給する電力の電圧値を切り替える切替部と、前記電源部から電力の供給を受
けて動作する動作部と、前記動作部の消費電力が所定範囲である場合、前記電源部から前
記外部装置に第１の電圧値を示す電力を供給させ、前記動作部の消費電力が前記所定範囲
より低い場合、前記電源部から前記外部装置に前記第１の電圧値を上回る第２の電圧値を
示す電力を供給させる制御部と、を備えることを特徴とする。
　これにより、印刷装置が備える動作部への電力の供給に影響を与えることなく、外部装
置に対して電力を供給できる。
【０００６】
　また、本発明の印刷装置は、前記動作部に供給する電力の電圧を検出する検出部を備え
、前記制御部は、前記検出部が検出する検出電圧に対し、第１閾値と、前記第１閾値より
高い第２閾値を有し、前記検出電圧の電圧値が第１閾値を下回る場合、前記電源部から前
記外部装置に前記第１の電圧値を示す電力を供給させ、前記検出電圧の電圧値が前記第２
閾値を上回る場合、前記電源部から前記外部装置に前記第２の電圧値を示す電力を供給さ
せる構成としてもよい。
　これにより、動作部に供給する電圧の状態に基づいて外部装置への電力供給を適切に制
御し、動作部への電力の供給に影響を与えることなく、外部装置に対して電力を供給でき
る。
【０００７】
　また、本発明の印刷装置において、前記制御部は、前記検出電圧の電圧値が前記第１閾
値を一旦下回った場合、前記検出電圧の電圧値が前記第２閾値を上回るまでの期間、前記
電源部から前記外部装置に前記第１の電圧値を示す電力を供給させ、前記検出電圧の電圧
値が前記第２閾値を一旦上回った場合、前記検出電圧の電圧値が前記第１閾値を下回るま
での期間、前記電源部から前記外部装置に前記第２の電圧値を示す電力を供給させる構成
としてもよい。
　これにより、動作部の動作の状態に基づいて外部装置への電力供給を適切に制御し、動
作部への電力の供給に影響を与えることなく、外部装置に対して電力を供給できる。
【０００８】
　また、本発明の印刷装置において、前記第１の電圧値は、前記外部装置に対する電力の
供給を停止する電圧値であり、前記制御部は、前記検出電圧の電圧値が前記第１閾値を下
回る場合、前記検出電圧の電圧値が前記第２閾値を上回るまでの期間、前記電源部から前
記外部装置に対する電力の供給を停止させる構成としてもよい。
　これにより、動作部に供給する電圧の電圧値が第１閾値を下回る期間、外部装置に対し
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て電力の供給を停止するため、動作部への電力の供給に影響を与えることを防止できる。
【０００９】
　また、本発明の印刷装置において、前記外部装置は、スマートデバイスであり、前記電
源部は、外部のＡＣアダプターに接続可能であり、前記動作部は、ライン型のヘッドを含
み、前記制御部は、前記スマートデバイスが備える電池に行う充電用の電力を前記電源部
から供給させ、前記動作部の消費電力と前記スマートデバイスへ供給する電力の和が、前
記ＡＣアダプターの容量を超えない範囲で、前記スマートデバイスへ電力を供給する構成
としてもよい。
　これにより、ＡＣアダプターを用いた印刷装置であって、ライン型のヘッドを含む動作
部への電力の供給に影響を与えることなく、スマートデバイスに対して充電用の電力を供
給できる。
【００１０】
　また、本発明の印刷装置において、前記接続部はＵＳＢコネクターであり、前記接続部
のＶＢＵＳ端子から電力を供給するような構成としてもよい。
　これにより、ＵＳＢによる接続でも電力の供給できる。
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明は、外部装置に接続可能であり、電源部と、前記外
部装置と接続し、前記電源部から電力を供給する接続部と、前記外部装置に供給する電力
の電圧値を切り替える切替部と、前記電源部から電力の供給を受けて動作する動作部と、
を備える印刷装置の制御方法であって、前記動作部の消費電力が所定範囲である場合、前
記電源部から前記外部装置に第１の電圧値を示す電力を供給し、前記動作部の消費電力が
前記所定範囲より低い場合、前記電源部から前記外部装置に前記第１の電圧値を上回る第
２の電圧値を示す電力を供給することを特徴とする。
　これにより、印刷装置の備える動作部への電力の供給に影響を与えることなく、外部装
置に対して電力を供給できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】サーマルプリンターの機能ブロック図。
【図２】サーマルプリンターの動作を示すフローチャート。
【図３】サーマルプリンターの動作を説明するための図表。
【図４】瞬時停電におけるサーマルプリンターの動作を説明するための図表。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１は、サーマルプリンター１（印刷装置）の機能ブロック図である。
　サーマルプリンター１は、スマートデバイス２（外部装置）から入力されるデータに基
づいて、記録媒体に文字や画像等を印刷する装置であり、商用交流電源５に接続するＡＣ
アダプター４から電力の供給を受けて動作する。サーマルプリンター１は、本体に記録媒
体として感熱ロール紙（不図示）を収容し、発熱素子１８２を備えた後述するラインサー
マルヘッド１８１により、感熱ロール紙の記録面に熱を加えることで文字や画像等を印刷
する。
【００１４】
　スマートデバイス２は、ユーザーが持ち運び可能な端末であり、例えばスマートフォン
やタブレット型端末等である。スマートデバイス２は、タッチパネル（不図示）を備え、
タッチパネルによりユーザーの指示等を受け付ける。また、スマートデバイス２は、所定
の通信規格に従ってデータの通信を行う通信部（不図示）を備え、通信部によりサーマル
プリンター１と通信する。また、スマートデバイス２は、二次電池（電池）を備え、二次
電池に充電された電力により動作する。スマートデバイス２は、後述するＵＳＢコネクタ
ー１６から供給される５ボルトの電圧値を示す電力により二次電池に充電が可能である。
また、スマートデバイス２は、印刷データ作成用のアプリケーション（不図示）を搭載す
る。
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【００１５】
　また、スマートデバイス２は、ユーザーの指示等をトリガーとし、制御に係るコマンド
と、印刷に係るコマンドと、をサーマルプリンター１に送信する。サーマルプリンター１
は、これらコマンドを受信する。制御に係るコマンドは、例えば、書式の設定を指示する
設定コマンドや、サーマルプリンター１の状態を示す情報の要求を指示するステータス要
求コマンドが挙げられる。印刷に係るコマンドは、例えば、印字を指示する印字コマンド
や、改行を指示する改行コマンド、行送りを指示する行送りコマンド、記録媒体の切断を
指示するカッターコマンド等が挙げられる。印刷に係るコマンドは、後述するラインサー
マルヘッド１８１、搬送モーター１８４、及び、カッター駆動モーター１８５の何れかの
駆動の指示に相当するコマンドである。
【００１６】
　また、スマートデバイス２は、ユーザーの指示等をトリガーとし、サーマルプリンター
１が印刷する文字や画像等の印刷データを生成する。スマートデバイス２は、生成した印
刷データを含む印字コマンドを、所定の通信規格に従ってサーマルプリンター１に送信す
る。サーマルプリンター１は、印字コマンドを実行し、印刷データに基づいて記録媒体に
文字や画像等を印字する。
【００１７】
　ＡＣアダプター４は、商用交流電源５にケーブルを介し接続され、例えば、交流１００
Ｖの交流電圧を整流、平滑、及び、電圧変換し、２４Ｖの直流電力をサーマルプリンター
１にケーブルを介し供給する。ＡＣアダプター４は、サーマルプリンター１にコネクター
を介して着脱可能に構成される。
【００１８】
　図１に示すように、サーマルプリンター１は、ＳＯＣ（System-on-a-chip）１１（制御
部）と、不揮発性メモリー１２と、電源回路１３（電源部）と、ＤＣ／ＤＣコンバーター
１４と、スイッチ回路１５（切替部）と、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）コネクター１
６（接続部）と、通信部１７と、印刷部１８（動作部）と、を備える。
【００１９】
　ＳＯＣ１１は、サーマルプリンター１の各部を制御する集積回路である。ＳＯＣ１１は
、図示しない演算実行部としてＣＰＵ等を備える。ＳＯＣ１１には、ＲＯＭ（不図示）が
接続し、このＲＯＭはＣＰＵによって実行可能な制御プログラム、及び、制御プログラム
に係るデータを不揮発的に記憶する。ＳＯＣ１１はＲＯＭが記憶する制御プログラムを実
行することによって、印刷部１８による印刷の動作を制御するとともに、サーマルプリン
ター１の各部を制御する。また、ＳＯＣ１１は、Ａ／Ｄ端子１１１（検出部）を備える。
Ａ／Ｄ端子１１１は、電源回路１３に接続され、電源電圧が入力される。電源電圧は、Ａ
Ｃアダプター４からサーマルプリンター１の負荷に供給される電圧を示す。ここで、負荷
とは、後述する印刷部１８である。
　また、ＳＯＣ１１の備えるＲＯＭには、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電源電圧の電圧
値に対する、第１閾値Ｖｔｈ１と第２閾値Ｖｔｈ２とを記憶される。第１閾値Ｖｔｈ１と
第２閾値Ｖｔｈ２とは、急な負荷の変動等に起因して生じる過渡現象により変動する電圧
値に基づき、事前のテストやシミュレーション等により設定される。第１閾値Ｖｔｈ１及
び第２閾値Ｖｔｈ２は、０ボルトより高く設定される。そして、第１閾値Ｖｔｈ１は、第
２閾値Ｖｔｈ２より低く設定される。
【００２０】
　不揮発性メモリー１２は、ＥＥＰＲＯＭやフラッシュメモリー等の半導体記憶素子、或
いは、ハードディスク等の記憶媒体を備え、各種データを書き換え可能に不揮発的に記憶
する。
【００２１】
　電源回路１３は、ＡＣアダプター４に接続し、ＡＣアダプター４から供給される電力に
基づきサーマルプリンター１の各部に電力を供給する。
【００２２】
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　ＤＣ／ＤＣコンバーター１４は、直流電圧を、電圧値の異なる直流電圧に変換する装置
であり、変換した直流電圧を出力する。ＤＣ／ＤＣコンバーター１４は、基準電圧を有し
ており、出力電圧と基準電圧との比較によって、出力電圧を制御する。本実施形態では、
ＤＣ／ＤＣコンバーター１４は、電源回路１３から出力された直流電圧を５ボルトの直流
電圧に変換し、５ボルトの直流電圧をスイッチ回路１５に出力する。
【００２３】
　スイッチ回路１５は、ＦＥＴ等により構成されるスイッチ（不図示）を有し、ＳＯＣ１
１が出力する制御信号に基づいてスイッチのオンオフを行う。ＳＯＣ１１がオンを示す制
御信号（以下、「オン信号」と表現する）を出力した場合、スイッチ回路１５は、スイッ
チをオンにして、ＤＣ／ＤＣコンバーター１４から出力された５ボルトの直流電圧を、Ｕ
ＳＢコネクター１６に出力する。一方で、ＳＯＣ１１がオフを示す制御信号（以下、「オ
フ信号」と表現する）を出力した場合、スイッチ回路１５は、スイッチをオフにし、ＤＣ
／ＤＣコンバーター１４からＵＳＢコネクター１６への電圧の出力を遮断する。
【００２４】
　ＵＳＢコネクター１６は、サーマルプリンター１の外部に露出し、ＵＳＢ規格に従い、
例えば、２本の電力端子（ＶＢＵＳ端子／ＧＮＤ端子）と２本のデータ端子（Ｄ＋端子／
Ｄ－端子）との４本の端子を備える。ＵＳＢコネクター１６は、ＳＯＣ１１の制御で、２
本の電力端子により、接続する外部装置に電力を供給する。以下、説明の便宜上、ＵＳＢ
コネクター１６のＶＢＵＳ端子から外部装置に供給する電圧をＶＢＵＳと表現する。ＵＳ
Ｂコネクター１６は、一般に、外部装置にＶＢＵＳの電圧値が５ボルトの電力を供給する
。本実施形態では、ＵＳＢコネクター１６には、ＵＳＢケーブル３を介しスマートデバイ
ス２が接続し、スイッチ回路１５のスイッチがオンである場合に、スマートデバイス２に
ＶＢＵＳの電圧値が５ボルト（第２の電圧値）の電力を供給する。ここで、ＵＳＢケーブ
ル３とは、ＵＳＢ規格に従うケーブルである。
　また、ＵＳＢコネクター１６は、外部装置の接続を検出する。外部装置の接続の有無を
示す検出信号は、ＳＯＣ１１に出力される。
【００２５】
　通信部１７は、所定の通信規格に従い、ＵＳＢコネクター１６を介して、外部装置とデ
ータの通信を行う。ＵＳＢコネクター１６を介して外部装置とデータの通信を行う場合、
通信部１７は、ＵＳＢ規格に従って、外部装置とデータの通信を行う。また、通信部１７
は、ＵＳＢコネクター１６を介さず、外部装置とデータの通信を行う。ＵＳＢコネクター
１６を介さず外部装置とデータの通信を行う場合、通信部１７は、ＵＳＢ規格以外の規格
である、例えば、Wi-Fi（登録商標）や、Bluetooth（登録商標）、Ethernet（登録商標）
等の規格に従って、外部装置とデータの通信を行う。
【００２６】
　印刷部１８は、ＳＯＣ１１の制御で、スマートデバイス２から受信する印刷データに基
づく印刷を実行する。印刷部１８は、ラインサーマルヘッド１８１と、印刷ヘッド駆動部
１８３と、搬送モーター１８４、カッター駆動モーター１８５とを備える。
【００２７】
　ラインサーマルヘッド１８１は、多数の発熱素子１８２を感熱ロール紙の搬送方向と直
交する方向に配列して備え、発熱素子１８２に通電し感熱ロール紙の印刷面に熱を加える
ことによって、文字や画像等を印刷する。
【００２８】
　印刷ヘッド駆動部１８３は、ＳＯＣ１１の制御で、ラインサーマルヘッド１８１の発熱
素子１８２に対する通電を制御する。
【００２９】
　搬送モーター１８４は、ＳＯＣ１１の制御で、搬送ローラー（不図示）を回転させ、感
熱ロール紙を搬送する。
【００３０】
　カッター駆動モーター１８５は、ＳＯＣ１１の制御で、可動刃（不図示）を固定刃（不
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図示）に向けてスライドするように駆動させ、感熱ロール紙を切断する。
【００３１】
　図１に示すように、印刷ヘッド駆動部１８３と、搬送モーター１８４と、カッター駆動
モーター１８５とは、電源回路１３に接続され、電源回路１３から電力の供給を受けて動
作する。
【００３２】
　ところで、スマートデバイス２は、サーマルプリンター１とともに、ＰＯＳ（Point Of
 Sale）システムとして利用されることがある。ＰＯＳシステムとは、ショッピングセン
ターや、百貨店、コンビニエンスストア、車内販売等の小売業や、レストランや、喫茶店
、居酒屋等の飲食業等の業務に適用されるシステムである。ＰＯＳシステムは、顧客が購
入した商品に応じて会計を行う機能や、会計に応じてレシートを発行する機能等を有する
。
　ここで、ＰＯＳシステムについて、ＰＯＳシステムが飲食店等の店舗に適用される場合
を例示する。店舗のスタッフは、スマートデバイス２が付与され、スマートデバイス２を
携帯して店舗を移動する。そして、店舗のスタッフは、レシート等の発行が必要となった
際に、スマートデバイス２を操作し、店舗内に設置されるサーマルプリンター１に印刷デ
ータを送信し、サーマルプリンター１に印刷データに基づく印刷を実行させる。これによ
り、サーマルプリンター１は、スマートデバイス２にて行われる操作に応じて、レシート
を発行する。
【００３３】
　このように、スマートデバイス２をユーザーが携帯するためには、スマートデバイス２
が備える二次電池に対する充電が必須となる。
　本実施形態において、サーマルプリンター１は、ＵＳＢコネクター１６を介して、接続
するスマートデバイス２にＶＢＵＳの電圧値が５ボルトを示す電力を供給する。そして、
スマートデバイス２は、電力の供給を受け、二次電池に対して充電を行う。
【００３４】
　しかしながら、スマートデバイス２に供給する電力の電圧値によっては、サーマルプリ
ンター１が印刷を実行する際に、サーマルプリンター１の消費電力がＡＣアダプター４の
容量を上回ることがある。つまり、サーマルプリンター１が印刷を実行する際に、サーマ
ルプリンター１の消費電力と、スマートデバイス２へ供給する電力との和が、ＡＣアダプ
ター４の容量に比べて大きい場合がある。
　そこで、本実施形態のサーマルプリンター１は、消費電力がＡＣアダプター４の容量を
上回らないように以下に説明する動作を行う。
【００３５】
　図２は、サーマルプリンター１の動作を示すフローチャートであり、特に、ＳＯＣ１１
の動作を示す。
【００３６】
　ＳＯＣ１１は、ＵＳＢコネクター１６から出力された検出信号に基づいて、スマートデ
バイス２が接続されたか否かを判別する（ステップＳ１）。ＳＯＣ１１は、スマートデバ
イス２が接続されたと判別すると（ステップＳ１：ＹＥＳ）、電源回路１３からＤＣ／Ｄ
Ｃコンバーター１４、スイッチ回路１５、及び、ＵＳＢコネクター１６を介し、ＶＢＵＳ
の電圧値が５ボルトを示す電力をスマートデバイス２に供給する（ステップＳ２）。なお
、スマートデバイス２が接続した際に、スイッチ回路１５のスイッチがオフである場合、
ＳＯＣ１１は、スイッチ回路１５に、オン信号を出力する。この電力の供給により、スマ
ートデバイス２は、二次電池に対し充電を行う。
【００３７】
　次いで、ＳＯＣ１１は、印刷を開始するか否かを判別する（ステップＳ３）。印刷を開
始するか否かの判別は、例えば、ＳＯＣ１１が図示せぬ受信バッファーから読み出したコ
マンドが印刷開始に係るコマンドか否かに基づき行われる。印刷開始に係るコマンドとし
ては、例えば、印字コマンド、改行コマンド、及び、行送りコマンドが挙げられる。ＳＯ
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Ｃ１１は、受信バッファーから読み出したコマンドが印刷開始に係るコマンドである場合
、印刷を開始すると判別する（ステップＳ３：ＹＥＳ）。ここで、受信バッファーとは、
ＲＡＭ（Random Access Memory）と呼ばれる一時記憶領域であり、通信部１７によりスマ
ートデバイス２から受信したコマンドを記憶する。
【００３８】
　次いで、ＳＯＣ１１は、Ａ／Ｄ端子１１１により、電源電圧を検出する（ステップＳ４
）。次いで、ＳＯＣ１１は、検出した電源電圧（検出電圧）の電圧値が、ＲＯＭに記憶す
る第１閾値Ｖｔｈ１以下であるか否かを判別する（ステップＳ５）。
【００３９】
　電源電圧の電圧値が第１閾値Ｖｔｈ１以下である場合（ステップＳ５：ＹＥＳ）、ＳＯ
Ｃ１１は、スイッチ回路１５にオフ信号を出力する（ステップＳ６）。スイッチ回路１５
は、オフ信号が入力されると、スイッチをオフにし、ＤＣ／ＤＣコンバーター１４からＵ
ＳＢコネクター１６への電力の出力を遮断する。つまり、ＳＯＣ１１は、オフ信号の出力
によって、スイッチ回路１５のスイッチをオフにすることにより、スマートデバイス２へ
の電力の供給を停止する（ステップＳ７）。換言すると、ＳＯＣ１１は、スイッチ回路１
５のスイッチをオフにすることによって、ＶＢＵＳの電圧値を５ボルトから０ボルト（第
１の電圧値）に切り替える。
【００４０】
　次いで、ＳＯＣ１１は、印刷を終了する否かを判別する（ステップＳ８）。印刷を終了
するか否かの判別は、例えば、ＳＯＣ１１が図示せぬ受信バッファーから読み出したコマ
ンドが印刷終了に係るコマンドか否かに基づき行われる。印刷終了に係るコマンドとして
は、例えば、カッターコマンドが挙げられる。ＳＯＣ１１は、受信バッファーから読み出
したコマンドが印刷終了に係るコマンドである場合、印刷を終了すると判別する（ステッ
プＳ８：ＹＥＳ）。
【００４１】
　次いで、ＳＯＣ１１は、スマートデバイス２への電力の供給を停止すると、Ａ／Ｄ端子
１１１により電源電圧を検出する（ステップＳ９）。次いで、ＳＯＣ１１は、検出した電
源電圧の電圧値が、ＲＯＭに記憶される第２閾値Ｖｔｈ２以上である否かを判別する（ス
テップＳ１０）。
【００４２】
　検出した電源電圧の電圧値が、第２閾値Ｖｔｈ２以上である場合（ステップＳ１０：Ｙ
ＥＳ）、ＳＯＣ１１は、スイッチ回路１５にオン信号を出力する（ステップＳ１１）。ス
イッチ回路１５は、オン信号が入力されると、スイッチをオンにし、ＤＣ／ＤＣコンバー
ター１４からＵＳＢコネクター１６へ電力を出力する。つまり、ＳＯＣ１１は、オン信号
の出力によってスイッチをオンにし、スマートデバイス２への電力の供給を行う（ステッ
プＳ１２）。換言すると、ＳＯＣ１１は、オン信号を出力しスイッチをオンにすることに
よって、ＶＢＵＳの電圧値を０ボルトから５ボルトに切り替える。
【００４３】
　次いで、ＳＯＣ１１は、ＵＳＢコネクター１６からの検出信号に基づいて、スマートデ
バイス２がサーマルプリンター１との接続を解消したか否かを判別する（ステップＳ１３
）。接続が解消していないと判別した場合（ステップＳ１３：ＮＯ）、ＳＯＣ１１は、ス
マートデバイス２への電力の供給を継続する。一方、接続を解消したと判別すると（ステ
ップＳ１３：ＹＥＳ）、ＳＯＣ１１は、電力の供給を終了する（ステップＳ１４）。
【００４４】
　次に、スマートデバイス２が接続された状態において印刷を実行する場合のサーマルプ
リンター１の動作について説明する。
　図３は、サーマルプリンター１の動作を説明するための図表である。図３（Ａ）は、ス
マートデバイス２に供給する電流の図表であり、縦軸は電流値を示し、横軸は時間を示す
。また、図３（Ｂ）はスマートデバイス２に供給する電圧の図表であり、縦軸は電圧値を
示し、横軸は時間を示す。また、図３（Ｃ）はＡ／Ｄ端子１１１に入力される電源電圧の
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図表であり、縦軸は電圧値を示し、横軸は時間を示す。また、図３（Ｄ）は、印刷部１８
の動作の図表であり、横軸は時間を示す。
【００４５】
　サーマルプリンター１は、受信バッファーから印刷開始に係るコマンドを読み出し印刷
開始と判別すると、図３（Ｄ）に示すように、タイミングｔ１において、印刷を開始し、
タイミングｔ１以降、印刷部１８により印刷を行う。
【００４６】
　タイミングｔ１において、印刷部１８により印刷が開始すると、ラインサーマルヘッド
１８１の発熱素子１８２や搬送モーター１８４のコイル等に電流が流れるため、印刷部１
８が必要とする電流が、増大する。印刷部１８が必要とする電流が増大すると、Ａ／Ｄ端
子１１１に入力される電源電圧は、負荷に流れる電流の急な増大に起因して生じる過渡現
象により、図３（Ｃ）に示すように、タイミングｔ１以降、電圧値Ｖ１から降下する。
【００４７】
　図３（Ｃ）に示すように、タイミングｔ２において、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電
源電圧の電圧値が、第１閾値Ｖｔｈ１以下になると、ＳＯＣ１１は、オフ信号をスイッチ
回路１５に出力する。オフ信号がスイッチ回路１５に出力されると、図３（Ｂ）に示すよ
うに、ＶＢＵＳの電圧値は、タイミングｔ２において、５ボルトから０ボルトに切り替る
。つまり、ＳＯＣ１１は、タイミングｔ２において、スマートデバイス２への電力の供給
を停止する。そして、タイミングｔ２以降は、スマートデバイス２への電力の供給の停止
が保たれる。スマートデバイス２に供給する電流については、図３（Ａ）に示すように、
ＶＢＵＳの電圧値の切り替りに伴い、タイミングｔ２以降、電圧値が電流値Ｉ１から０ア
ンペアに降下する。
【００４８】
　タイミングｔ２以降、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電源電圧の電圧値は、図３（Ｃ）
に示すように、過渡現象により、降下したのち上昇する。そして、電源電圧の電圧値は、
タイミングｔ３において、電圧値Ｖ２に到達する。タイミングｔ３以降、電源電圧の電圧
値は、電圧値Ｖ２が保たれる。図３（Ｃ）に示すように、電圧値Ｖ２は、印刷が開始する
前に入力されていた電圧値Ｖ１よい小さい値である。これは、タイミングｔ２以降、ＶＢ
ＵＳの電圧を０ボルトに切り替えたことに起因する。
【００４９】
　タイミングｔ４において、図３（Ｄ）に示すように、サーマルプリンター１は、印刷終
了に係るコマンドを受信バッファーから読み出し、印刷を終了する。
【００５０】
　タイミングｔ４において、印刷部１８による印刷が終了すると、印刷部１８が必要とな
る電流は、減少する。印刷部１８が必要とする電流が減少すると、Ａ／Ｄ端子１１１に入
力される電源電圧は、負荷に流れる電流の急な減少に起因して生じる過渡現象により、図
３（Ｃ）に示すように、タイミングｔ４以降、電圧値Ｖ２から上昇する。
【００５１】
　タイミングｔ５において、図３（Ｃ）に示すように、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電
源電圧は、第２閾値Ｖｔｈ２以上になる。電源電圧が第２閾値Ｖｔｈ２以上になると、Ｓ
ＯＣ１１は、オン信号をスイッチ回路１５に出力する。オン信号がスイッチ回路１５に出
力されると、図３（Ｂ）に示すように、ＶＢＵＳの電圧値は、タイミングｔ５において、
０ボルトから５ボルトに切り替る。つまり、ＳＯＣ１１は、タイミングｔ５において、ス
マートデバイス２への電力の供給を開始する。そして、タイミングｔ２以降は、スマート
デバイス２へ、ＶＢＵＳの電圧値が５ボルトを示す電力の供給が保たれる。スマートデバ
イス２に供給する電流については、図３（Ａ）に示すように、ＶＢＵＳの電圧値の切り替
りに伴い、タイミングｔ５以降、電圧値が０アンペアから電流値Ｉ１に上昇し、電流値Ｉ
１の電流の供給が保たれる。
【００５２】
　タイミングｔ５以降、電源電圧の電圧値は、図３（Ｃ）に示すように、過渡現象により
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、上昇したのち降下する。そして、電源電圧の電圧値、タイミングｔ６において、電圧値
Ｖ１に到達する。タイミングｔ６以降。電源電圧の電圧値は、電圧値Ｖ１に保たれる。
【００５３】
　このように、サーマルプリンター１は、印刷開始に伴い電源電圧が第１閾値以下に降下
したタイミングにおいて、ＶＢＵＳの電圧値を５ボルトから０ボルトに切り替える。また
、サーマルプリンター１は、印刷終了に伴い電源電圧が第２閾値以上に上昇したタイミン
グにおいて、ＶＢＵＳの電圧値を０ボルトから５ボルトに切り替える。つまり、サーマル
プリンター１は、印刷部１８における消費電力が、ＡＣアダプター４の容量を上回る範囲
（所定範囲）の電力である場合、ＶＢＵＳの電圧値が０ボルトの電力を供給する。また、
サーマルプリンター１は、印刷部１８における消費電力が、ＡＣアダプター４の容量を下
回る範囲の電力である場合、ＶＢＵＳの電圧値が５ボルトの電力を供給する。したがって
、印刷実行時、スマートデバイス２に電力を供給しないため、サーマルプリンター１の消
費電力を確実に低減できる。そのため、サーマルプリンター１は、印刷実行時の消費電力
がＡＣアダプター４の容量を上回る電力になることを抑制でき、印刷部１８に十分な電力
を供給できる。
【００５４】
　また、スマートデバイス２が接続する場合に、サーマルプリンター１は、印刷実行時の
消費電力がＡＣアダプター４の容量を上回る電力になることを抑制できるため、サーマル
プリンター１に、接続するスマートデバイス２に電力を供給する機能を搭載した場合でも
、適切に印刷を行うことができ、また、適切にスマートデバイス２への電力供給が行える
。
【００５５】
　また、サーマルプリンター１は、スマートデバイス２に接続した状態において、印刷を
実行する間、印刷部１８に十分な電力を供給し、印刷を実行しない間、スマートデバイス
２に電力を供給する。そのため、スマートデバイス２は、サーマルプリンター１に接続さ
れた状態でも、サーマルプリンター１によって適切な印刷ができ、二次電池に対して充電
ができる。
【００５６】
　前述した通り、第１閾値Ｖｔｈ１と第２閾値Ｖｔｈ２とは、過渡現象により生じる電源
電圧の変動に対して設定される電圧値である。過渡現象は、上述したような、急な負荷の
変動に起因して生じる場合のほかに、瞬時停電に起因して生じる場合もある。瞬時停電と
は、短い期間（例えば、０．１秒）、商用交流電源５からの電力の供給が停止する現象で
ある。
【００５７】
　図４は、瞬時停電におけるサーマルプリンター１の動作を説明するための図表である。
図４（Ａ）は、スマートデバイス２に供給する電流の図表であり、縦軸は電流値を示し、
横軸は時間を示す。また、図４（Ｂ）はスマートデバイス２に供給する電圧の図表であり
、縦軸は電圧値を示し、横軸は時間を示す。また、図４（Ｃ）はＡ／Ｄ端子１１１に入力
される電源電圧の図表であり、縦軸は電圧値を示し、横軸は時間を示す。また、図４（Ｄ
）は、商用交流電源５の電圧の図表であり、縦軸は電圧値を示し、横軸は時間を示す。
【００５８】
　図３（Ｄ）に示すように、タイミングｔ１において、商用交流電源５からＡＣアダプタ
ー４に供給する電力の電圧が、１００ボルトから０ボルトに低下する。すなわち、タイミ
ングｔ１において、商用交流電源５からの電圧の供給は停止する。
【００５９】
　タイミングｔ１において、商用交流電源５からの電圧の供給が停止すると、Ａ／Ｄ端子
１１１に入力される電源電圧は、急な電力供給の停止に起因して生じる過渡現象により、
図４（Ｃ）に示すように、タイミングｔ１以降、電圧値Ｖ１から降下する。
【００６０】
　図４（Ｃ）に示すように、タイミングｔ２において、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電
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源電圧の電圧値が、第１閾値Ｖｔｈ１以下になると、ＳＯＣ１１は、オフ信号をスイッチ
回路１５に出力する。オフ信号がスイッチ回路１５に出力されると、ＶＢＵＳの電圧値は
、図４（Ｂ）に示すように、タイミングｔ２において、５ボルトから０ボルトに切り替る
。つまり、ＳＯＣ１１は、タイミングｔ２において、スマートデバイス２への電力の供給
を停止する。そして、タイミングｔ２以降は、スマートデバイス２への電力の供給の停止
が保たれる。スマートデバイス２に供給する電流については、図４（Ａ）に示すように、
ＶＢＵＳの電圧値の切り替りに伴い、タイミングｔ２以降、電圧値が電流値Ｉ１から０ア
ンペアに降下する。
【００６１】
　図４（Ｃ）に示すように、タイミングｔ２以降、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電源電
圧の電圧値は、過渡現象により降下したのち上昇し、タイミングｔ３において、電圧値Ｖ
２に到達する。タイミングｔ３以降、電源電圧の電圧値は、電圧値Ｖ２が保たれる。
【００６２】
　図４（Ｄ）に示すように、タイミングｔ４において、商用交流電源５がＡＣアダプター
４に供給する電力の電圧が、０ボルトから１００ボルトに上昇する。すなわち、タイミン
グｔ４において、商用交流電源５から電圧の供給が再開する。
【００６３】
　タイミングｔ４において、商用交流電源５から電圧の供給が再開すると、Ａ／Ｄ端子１
１１に入力される電源電圧は、急な電力供給の再開に起因して生じる過渡現象により、図
４（Ｃ）に示すように、タイミングｔ４以降、電圧値Ｖ２から上昇する。
【００６４】
　図４（Ｃ）に示すように、タイミングｔ５において、Ａ／Ｄ端子１１１に入力される電
源電圧は、第２閾値Ｖｔｈ２以上になる。電源電圧が第２閾値Ｖｔｈ２以上になると、Ｓ
ＯＣ１１は、オン信号をスイッチ回路１５に出力する。オン信号がスイッチ回路１５に出
力されると、ＶＢＵＳの電圧値は、図４（Ｂ）に示すように、タイミングｔ５において、
０ボルトから５ボルトに切り替る。つまり、ＳＯＣ１１は、タイミングｔ５において、ス
マートデバイス２への電力の供給を開始する。そして、タイミングｔ２以降は、スマート
デバイス２へ、ＶＢＵＳの電圧値が５ボルトを示す電力の供給が保たれる。スマートデバ
イス２に供給する電流については、図４（Ａ）に示すように、ＶＢＵＳの電圧値の切り替
りに伴い、タイミングｔ５以降、電流値が０アンペアから電流値Ｉ１に上昇し、電流値Ｉ
１の供給が保たれる。
【００６５】
　タイミングｔ５以降、電源電圧の電圧値は、図４（Ｃ）に示すように、過渡現象により
、上昇したのち降下する。そして、電源電圧の電圧値は、タイミングｔ６において、電圧
値Ｖ１に到達する。タイミングｔ６以降。電源電圧の電圧値は、電圧値Ｖ１に保たれる。
【００６６】
　このように、サーマルプリンター１は、瞬時停電に伴い電源電圧が第１閾値以下に降下
したタイミングにおいて、ＶＢＵＳの電圧値を５ボルトから０ボルトに切り替える。これ
により、スマートデバイス２への電力の供給を停止するため、サーマルプリンター１の消
費電力を低下させ、瞬時停電時における電源電圧の低下に起因する、システムの再起動、
更には、シャットダウンといった事態を防止できる。
【００６７】
　また、サーマルプリンター１は、瞬時停電後に電源電圧が第２閾値以上に上昇したタイ
ミングにおいて、ＶＢＵＳの電圧値を０ボルトから５ボルトに切り替える。これにより、
サーマルプリンター１は、スマートデバイス２に接続した状態において、瞬時停電が発生
した場合、停電期間におけるシステムの再起動及びシャットダウンの発生を防止でき、瞬
時停電が発生した後、スマートデバイス２に電力を供給できる。
【００６８】
　以上、説明したように、本実施形態のサーマルプリンター１は、スマートデバイス２（
外部装置）に接続可能である。サーマルプリンター１は、電源回路１３（電源部）と、ス
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マートデバイス２と接続し、電源回路１３から電力を供給するＵＳＢコネクター１６（接
続部）と、スマートデバイス２に供給する電力の電圧値を切り替えるスイッチ回路１５（
切替部）と、電源回路１３から電力の供給を受けて動作する印刷部１８（動作部）と、印
刷部１８の消費電力が所定範囲である場合、電源回路１３からスマートデバイス２に０ボ
ルトを示す電力を供給させ、印刷部１８の消費電力が所定範囲より低い場合、電源回路１
３からスマートデバイス２に５ボルトを示す電力を供給させるＳＯＣ１１と、を備える。
つまり、ＳＯＣ１１は、消費電力が、ＡＣアダプター４の容量を上回る範囲の電力である
場合、ＶＢＵＳの電圧値を０ボルトに切り替え、消費電力が、ＡＣアダプター４の容量を
下回る範囲の電力である場合に、ＶＢＵＳの電圧値を５ボルトに切り替える。
　このように、印刷部１８の消費電力に応じてスマートデバイス２に供給する電力を制御
するため、サーマルプリンター１が備える印刷部１８への電力の供給に影響を与えること
なく、スマートデバイス２に対して電力を供給できる。
【００６９】
　また、サーマルプリンター１は、印刷部１８に供給する電力の電圧を検出するＡ／Ｄ端
子１１１（検出部）を備える。ＳＯＣ１１は、Ａ／Ｄ端子１１１が検出する電源電圧に対
し、第１閾値Ｖｔｈ１と、第２閾値Ｖｔｈ２を有する。ＳＯＣ１１は、検出電圧の電圧値
が第１閾値Ｖｔｈ１を下回る場合、電源回路１３からスマートデバイス２に０ボルトを示
す電力を供給させ、検出電圧の電圧値が第２閾値Ｖｔｈ２を上回る場合、電源回路１３か
らスマートデバイス２に５ボルトを示す電力を供給させる。
　電源電圧は、ＡＣアダプター４から負荷に供給される電圧であり、Ａ／Ｄ端子１１１に
は、負荷に供給される電圧が入力される。すなわちＡ／Ｄ端子１１１には、負荷に供給さ
れる電圧として、印刷部１８に供給される電圧が入力される。ＳＯＣ１１は、Ａ／Ｄ端子
１１１に入力される電源電圧が、第１閾値以下である場合と、第２閾値以上である場合と
で、スマートデバイス２に供給する電力を異ならせる。したがって、印刷部１８に供給す
る電圧の電圧に基づいて、スマートデバイス２に供給する電力を適切に制御でき、印刷部
１８への電力の供給に影響を与えることなく、スマートデバイス２に対して電力を供給で
きる。
【００７０】
　また、ＳＯＣ１１は、電源電圧の電圧値が第１閾値Ｖｔｈ１を一旦下回った場合、電源
電圧の電圧値が第２閾値Ｖｔｈ２を上回るまでの期間、電源回路１３からスマートデバイ
ス２に０ボルトを示す電力を供給させ、電源電圧の電圧値が第２閾値Ｖｔｈ２を一旦上回
った場合、電源電圧の電圧値が第１閾値Ｖｔｈ１を下回るまでの期間、電源回路１３から
スマートデバイス２に５ボルトを示す電力を供給させる。
　印刷部１８が印刷を実行している間、ＳＯＣ１１は、スマートデバイス２へ０ボルトの
電力を供給する。また、印刷部１８が印刷を実行していない間、ＳＯＣ１１は、スマート
デバイス２へ５ボルトの電力を供給する。したがって、サーマルプリンター１は、スマー
トデバイス２が接続された状態でも、印刷の状態に基づいてスマートデバイスへの電力の
供給を適切に制御し、印刷部１８への電力の供給に影響を与えることなく、スマートデバ
イス２に電力を供給できる。
　特に、第１閾値Ｖｔｈ１と第２閾値Ｖｔｈ２は、負荷の変動や瞬時停電等に起因して生
じる過渡現象により変動する電圧値に基づいて設定される。したがって、サーマルプリン
ター１は、過渡現象による電圧の変動に基づいてスマートデバイス２への電力の供給を適
切に制御でき、過渡現象により電圧の変動が生じた場合でも、印刷部１８への電力の供給
に影響を与えることなく、スマートデバイス２に対して電力を供給できる。
【００７１】
　また、ＳＯＣ１１は、電源電圧の電圧値が第１閾値Ｖｔｈ１を下回る場合、電源電圧の
電圧値が第２閾値Ｖｔｈ２を上回るまでの期間、電源回路１３からスマートデバイス２に
対する電力の供給を停止させる。
　これにより、印刷が行われている間、スマートデバイス２への電力の供給を停止するた
め、印刷部１８への電力の供給に影響を与えることを防止できる。
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【００７２】
　また、ＳＯＣ１１は、スマートデバイス２が備える二次電池（電池）に行う充電用の電
力を電源回路１３から供給させ、少なくともラインサーマルヘッド１８１の消費電力とス
マートデバイスへ供給する電力の和が、ＡＣアダプター４の容量を超えない範囲で、スマ
ートデバイス２へ電力を供給する。
　これにより、ＡＣアダプター４を用いたサーマルプリンター１は、ラインサーマルヘッ
ド１８１への電力の供給に影響を与えることなく、スマートデバイス２に対して充電用の
電力を供給できる。また、スマートデバイス２は、二次電池に対して充電を行うことがで
きる。
【００７３】
　また、ＵＳＢコネクター１６は、ＶＢＵＳ端子から電力を供給する。これにより、ＵＳ
Ｂによる接続でも電力の供給ができる。
【００７４】
　なお、上述した実施形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の範
囲内で任意に変形および応用が可能である。
　例えば、上述した実施形態では、サーマルプリンター１がスマートデバイス２とデータ
を通信し、スマートデバイス２から受信した印刷に係るコマンドに基づいて、印刷を実行
する構成を例示した。しかしながら、印刷に係るコマンドを送信する装置は、スマートデ
バイス２に限定されない。例えば、サーマルプリンター１がホストコンピューターとデー
タを通信し、ホストコンピューターから受信した印刷に係るコマンドに基づいて、印刷を
実行する構成でもよい。
【００７５】
　また、例えば、サーマルプリンター１が実行する制御用のパラメーターである第１閾値
Ｖｔｈ１及び第２閾値Ｖｔｈ２を予め記憶する構成を例示したが、これらパラメーターを
スマートデバイス２から取得する構成であってもよい。
【００７６】
　また、例えば、印刷装置をサーマルプリンター１として例示したが、本発明はこれに限
定されない。例えば、印刷装置は、インクジェットプリンターや、ドットインパクトプリ
ンター、レーザープリンター等の他のプリンターでもよい。また、プリンターに限定され
ず、その他の機能を有する電子機器或いは電機であってもよく、ＵＳＢコネクター１６か
ら電力を供給する装置であれば本発明を適用できる。
【符号の説明】
【００７７】
　１…サーマルプリンター（印刷装置）、２…スマートデバイス（外部装置）、１１…Ｓ
ＯＣ（制御部）、１３…電源回路（電源部）、１５…スイッチ回路（切替部）、１６…Ｕ
ＳＢコネクター（接続部）、１８…印刷部（動作部）、１１１…Ａ／Ｄ端子（検出部）、
Ｖｔｈ１…第１閾値、Ｖｔｈ２…第２閾値。
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